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 ２０１１年７月 ２０１１年８月 ２０１１年９月 最近の経済動向 

世 
 
界 

-世界海外直接投資：11 年：22.5%増 

-ＷＴＯﾄﾞｰﾊﾗｳﾝﾄﾞ部分合意も断念 

-世界パソコン出荷 4-6 月 2.6%増 

-世界半導体売上高６月 0.5%減 

-世界ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ売上高 4-6 月：53%増 

-Ｇ７緊急声明：金融安定化､成長にあらゆる手段､為替に

適切に協力 

-ドバイ原油 19 日 106 ㌦ 

‐TV 用液晶パネル 30%下落 

-世界半導体売上高 7月 1.1%減 

‐Ｇ７世界経済減速国際協調で対応 

米：雇用､欧：金融安定化､日:震災復

興 

･中国内需･輸出で成長維持､ｲﾝﾄﾞ７％台成

長､韓･台成長鈍化､ASEAN 明暗。米成長

鈍化も輸出･消費堅調｡欧州輸出鈍化･消費

低迷｡日本景気低迷｡欧米信用不安､株価

下落･インフレ､中東政変が懸念材料 

 
 
日 
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-景気等：６月：短観-9.15 ﾎﾟ悪化 

-財政･金融：第２次補正予算成立２兆円 

-株価： 7 日 1 万 158 円､19 日 9,916 円 

-物価：６月：消費者 0.2%減 

-雇用：6 月：失業率 4.6%0.1 ﾎﾟ悪化 

-所得：６月：現金給与 0.8%減 2 ヶ月ぶり－ 

-消費：６月：消費支出 4.2%減 9 ヶ月－､小売業販売 1.1%

増 4 ヶ月ぶり＋､新車販売 21.6%減 

-受注：６月：機械 10.4%増､工作機械 53.3%増 

-生産：６月：鉱工業 6.2%増､前月比 3.9%増､1-6 月：自動

車 29.2%減 343 万台 

-貿易：30 日 76.7 円､６月：輸出 1.6%減､輸入 9.8%増 

-収益： 4-6月：営業益：コマツ24%増､日立500億円､東芝

30億円､日産20%減850億円､ｴﾌﾟｿﾝ 60%減､日本精工40%

減､営業損：トヨタ 1.079 億円､最終損：ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 303 億円､

ソニー155 億円､ｼｬｰﾌﾟ 492 億円､富士通 204 億円､ＮＥＣ

297億円､純益：ｷｰｴﾝｽ 141億円､東芝0% 4.7億円､ｵﾑﾛﾝ

7%増､京セラ 17%減､ＴＤＫ83%減､三菱自 40 億円 

-投資：東芝・ｴﾙﾋﾟｰﾀﾞ最先端半導体シフト､ソニーＥＶ用ﾘ

ﾁｳﾑｲｵﾝ電池参入､6 月：機械受注（民需）17.9%増 

-GDP：4-6 月：前期比年率 2.1%減､3 期連続－､消費 0%､

投資 0.9%減､輸出 4.9%減､11 年度：1.5→0.5%下方､消費

0.2%減､投資 1.7 増､輸出 1%増 

-株価： 16 日 9,107 円、23 日 8,628 円 

-物価：薄型ＴＶ40 型４万円､７月：消費者 0.1%上昇 

-雇用：７月：失業率 4.7%0.1 ﾎﾟ悪化 

-所得：７月：現金給与 0.1%減 2 ヶ月連続－ 

-消費：７月：消費支出2.1%減､小売販売額0.7%増､新設住

宅 21.2%増､新車販売 23.3%減 

-受注：７月：工作機械 34.6%増､産業機械 0.9%増 

-生産：７月：鉱工業 3.8%増､前月比 0.6%増､機械 3.1%減 

-貿易：20日 75.95円最高､７月：輸出 3.3%減､輸入 9.9%増 

-収益： 4-6月：純益：物産29%増､三菱18%減､伊藤忠2.2

倍､住友 36%増､丸紅 58%増､ﾀﾞｲｷﾝ 88%増､千代化 24%増､

三菱重 8%減､リコー53%減､ﾛｰﾑ 49%減､最終益：ニコン 3.8

倍 306億円､ｷﾔﾉﾝ 20%減､富士ﾌｨﾙﾑ 18%減､ｵﾘﾝﾊﾟｽ 21億

円赤､ｴﾌﾟｿﾝ 32 億円赤､東洋ｴﾝｼﾞ 10 億円赤 

-投資：三菱重･洋上風力Ｒ＆Ｄ200 億円､東芝ＨＤＤ容量

6倍開発､4-6月：全産業7.8%減､7月:機械前月比8.2%減､

11 年度：R&D 投資 6.1%増 10.9 兆円､設備投資 16.3%増 

-財政･金融：2 日 野田内閣発足 

 9 日長期金利 0.99%へ 

-株価： 1 日 9,067 円、12 日 8,546

円 

-消費：８月：新車販売 22.4%減 

-受注：８月：工作機械 15.3%増 

-貿易：12 日対ﾕｰﾛ 105 円台 

（前々月）･GDP4-6月は1.3%減と 3期減｡企

業業績 4-6 月は減益傾向｡株価は米欧信

用不安で下落。輸出は低迷続く｡設備投資

回復傾向｡所得の伸び停滞。失業率は高水

準横這。消費は自動車中心に低迷。生産

は回復傾向。景気回復､雇用拡大が最大課

題。極端な円高､供給不足等による輸出の

低迷が懸念材料 

(前・当月)･GDP4-6 月は 2.1%減と 3 期

減｡企業業績 4-6 月は明暗も総じて減

益傾向｡株価は米欧信用不安で大幅

下落。輸出は低迷続く｡設備投資減少

傾向｡所得の伸び停滞。失業率は4%後

半やや悪化。消費は自動車中心に低

迷。生産は伸び率が鈍化。景気低迷

続く。景気回復､雇用拡大が最大課

題。極端な円高等による輸出の低迷が

懸念材料 

 
 
ｱ

ｼﾞ

ｱ

・ 
 
大

洋

州 

-株価：18 日上海 2,816 28 日 2,698 

-中国：0.25%引上げ貸出年 6.56%へ､上海株 18 日 2,808､6

月：工業生産 15.1%増､輸出 17.9%増､輸入 19.3%増､消費

者物価 6.4%､4-6 月：ＧＤＰ 9.5%増､1-6 月：新車販売 3.4%

増 932 万台世界一､海外投資 39%増 1.9 兆円 

-台湾：0.125 引上げ年 1.88%へ､6 月：鉱工業生産 3.6%増､

海外受注 9.2%増､4-6 月：ＧＤＰ前期比年率 0.9%増､最終

益：ＴＳＭＣ11%減､ＵＭＣ40%減､南亜科技 79 台湾㌦赤 

-韓国：ＥＵ・ＦＴＡ発効､ＬＧ有機ＥＬ投資 2,200 億円､4-6

月：ＧＤＰ前期比 0.8%増､営業益：主要 15 社 16%減､ｻﾑｽﾝ

26%減 2,800 億円液晶不振､ＬＧﾃﾞｨｽﾌﾟ 36 億円赤､現代自

22%増､現代重 23%減､最終益：ＬＧ電子 80 億円､純益：ﾊｲ

ﾆｯｸｽ 34%減 350 億円､1-6 月：輸出 24%増 

-ASEAN6 カ国：1-6 月：新車販売 9%増 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：６月：消費者物価 5.5%増､4-6 月：ＧＤＰ6.6%増､

12 年：第 12 次 5 カ年計画インフラ整備 1 兆㌦ 

-ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ：4-6 月：GDP 6.5%減 

-タイ：６月：自動車生産3%増15.3万台､4-6月：GDP0.8%減 

-インド：0.5%利上げ年 8%へ､6 月：鉱工業生産 8.8%増､新

車販売 7%増､4-6 月：GDP 7.7%増 

-株価：上海 12 日 2,619､ 22 日 2,515 

9 日アジア株軒並み安 

-中国：賃金高騰 5 年で 2 倍､製造業景況感 0.2 ﾎﾟ低下､人

民元対ドル最高値､4-6 月：純益：ﾚﾉﾎﾞ 98%増 83 億円､ｻﾝ

ﾃｯｸ 199 億円赤字､1-6 月：純益：上海 22%増､７月：輸出

20.4%増､輸入22.9%増､新車販売2.2%増､消費者物価6.5% 

-台湾：4-6 月：最終益:ﾎﾝﾊｲ 22%減 129 億台＄､ｱｽｰｽ 8%

増､広達 5%増､ｴｲｻｰ 180 億円赤字､ｺﾝﾊﾟﾙ 51%減､7 月：

輸出 17.6%増ＩＣ､ｽﾏｰﾄ､海外受注 11.1%増､鉱工業生産

3.9%増 

-韓国：ペルー・ＦＴＡ発効､ウォン安戦略､7 月：輸出 27.3%

増､新車販売 6%増､消費者物価 4.7%食品･石油､ 

-ASEAN6 カ国：4-6 月：GDP 2.7%鈍化､7 月:車販売 8%増 

‐ﾌｨﾘﾋﾟﾝ：4-6 月：ＧＤＰ2.4%増､7 月：車販売 13%減 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：７月：輸出40%増車販売24%増､消費者物価4.6% 

‐ﾍﾞﾄﾅﾑ：4-6 月：ＧＤＰ10.5%増､7 月：車販売 11%減 

‐ﾏﾚｰｼｱ：4-6 月：ＧＤＰ2.3%増､7 月：車販売 6%減 

-タイ：0.25%引上げ年 3.5%へ､７月：消費者物価 4.1%､自動

車生産 1%増､車販売 11%増 

-インド：７月：鉱工業生産 3.3%増鈍化､新車販売 2%減 

-株価：上海 1 日 2,562､ 6 日 2,476 

-中国：８月：工業生産 13.5%増､小売

売上高 17%増､輸出 24.5%増・輸入

30.2%増､新車販売 4.2%増 138 万台､

消費者物価 6.2%0.2 ﾎﾟ低下､1-8 月：

固定資産投資額 25%増､11 年：GDP 

10.3→10.4%上方 

-台湾：８月：輸出 7.2%増､輸入 6.4%増 

-韓国：８月：輸出 27.1%増､消費者物

価 5.3% 

‐ﾍﾞﾄﾅﾑ：８月：消費者物価 23%増 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：８月：消費者物価 4.8% 

-タイ：８月：消費者物価 4.3%  

-インド：８月：新車販売 0% 

（前々月）・中国は 4-6 月 GDP9.5%と投資･

輸出を中心に好調維持､一方､インフレ傾向

で引締､新車減速。韓国､台湾は輸出好調

も金融引締等で GDP は低下傾向､企業業

績も半導体中心に低下傾向｡ｲﾝﾄﾞ､ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱは比較的高い成長を維持､ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ､ﾏﾚ

ｰｼｱ､ﾀｲ､ﾍﾞﾄﾅﾑ､ﾌｨﾘﾋﾟﾝは大幅に減速。 

持続的成長が課題。ﾍﾞﾄﾅﾑ､インド､中国等

でのインフレが懸念材料 

（前・今月）・中国は 4-6 月 GDP9.5%と投

資･輸出･消費を中心に好調維持､一

方､インフレ引締で､新車減速。韓国､輸

出好調 3%台成長もインフレ傾向。台

湾､輸出減速､生産鈍化｡共に企業業績

低下。ﾍﾞﾄﾅﾑ､10%台成長も高インフレ｡

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､6%台成長もインフレ沈静化。

ﾏﾚｰｼｱ､ﾌｨﾘﾋﾟﾝ､2%台成長｡ﾀｲ､ｼﾝｶﾞﾎﾟｰ

ﾙ､ﾏｲﾅｽ成長。インド､7%台成長も車販

売減速。 持続的成長が課題。 
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-ＧＤＰ：4-6 月前期比年率 1%増 8 四半期＋､消費 0.4､投

資 9.9､輸出 3.1%､政府 1.1%減 

-景気：14 日景気の弱さ続きデフレなら追加緩和､28 日景

気拡大続いているもののペースは緩やか 

-政策：債務上限 2.1 兆㌦引き上げ 

-株価：１８日１万 2,790 ㌦ 30 日 1 万 2,143 ㌦ 

-雇用：シスコ 16%削減､６月：失業率 9.2%0.1 ﾎﾟ悪化 

-所得：６月：個人所得前月比 0.1%増 

-物価：６月：消費者 3.6%上昇 

‐消費：６月：個人消費前月比0.2%減､小売売上高6.9%増､

新車販売 7.1%増､新築販売 1.6%増､住宅着工 16.7%増 

-受注：６月：耐久財前月比 9.4%増､ 

-生産：６月：鉱工業前月比 0.2%増 

-貿易：６月：輸出 15.1%増､輸入 14.9%増 

-収益：4-6月：最終益：主要企業7%増､ｱｯﾌﾟﾙ 2.2倍5,780

億円､ＩＢＭ8%増 36.6億㌦､ｲﾝﾃﾙ 2%増29.5億㌦､ﾏｲｸﾛｿﾌ

ﾄ 30%増4,600億円､ＡＭＤ6,100万㌦､ﾓﾄﾛｰﾗ 5600万㌦赤

純益：主要企業 500 社 10%増 7 期＋､ＧＥ22%増 2,900 億

円､ﾌｫｰﾄﾞ 7.7%減 1900 億円､ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ 20%増 730 億円､ｷｬ

ﾀﾋﾟﾗ 44%増 800 億円 

-財政･金融政策：ゼロ金利 13 年半ばまで､11 年度：財政

赤字１．２８兆㌦､対ＧＤＰ比 8.5% 

-株価：6 日米国債格下げ､ＮＹダウ 11 日１万 720 ㌦ 16

日 1 万 1,560 ㌦ 

-雇用：７月：失業率 9.1%0.1 ﾎﾟ改善 11.7 万人増 

-所得：７月：個人所得前月比 0.3%増 

‐消費：７月：個人消費前月比0.8%増､小売売上高8.5%増､

卸売売上高 14.4%増､耐久消費財前月比 1.6%増､新車販

売 0.9%増､住宅着工 9.8%増､新築販売 6.8%増 

-受注：７月：耐久財前月比 9.4%増自動車増､ 

-生産：７月：鉱工業前月比 0.9%増 3 ヶ月＋ 

-貿易：７月：輸出 17.2%増､輸入 15.8%増 

-収益：5-7 月：デル 63%増 680 億円､シスコ 36%減 950 億

円､ディア 15%増 550 億円､ 

-ＧＤＰ：11 年：2.7→1.7%下方修正 

-景気：地連銀「経済緩やかなペース

で拡大､一部で斑模様」､８日「景気

雇用対策で３５兆円､雇用促進税制､

インフラ整備､８月：消費者信頼感指

数 44.5 

14 ﾎﾟ下落 

-財政･金融政策：10 年物国債 1.99% 

-株価：ＮＹダウ７日１万 1,028 ㌦ 10

日 1 万 992 ㌦ 

-雇用：８月：失業率 9.1%横這い雇用

増「０」 

‐消費：８月：主要小売業販売 4.6%

増､新車販売 7.5%増 107 万台 

（前々月）・GDPは 4-6月 1.3%で８期連続＋

緩やかな回復｡大幅な財政赤字｡株価は債

務問題で下落。企業業績4-6月迄７期連続

＋。輸出は好調｡失業率高水準高止り。個

人消費は着実に増加､車販売回復傾向､住

宅販売増加傾向｡投資は回復傾向。受注､

生産増加傾向｡高水準の失業率、財政赤字

が懸念材料｡景気回復､雇用確保が課題 

（前・今月） 

・GDPは4-6月 1%増で８期連続＋緩や

かな回復｡大幅な財政赤字｡株価は債

務問題・欧州不安で大幅下落。企業業

績 4-6 月迄７期連続＋。輸出は好調｡

失業率高水準高止り。個人消費は堅

調､車販売回復傾向､住宅販売増加傾

向｡投資は回復傾向。受注､生産増加

傾向 

高水準の失業率、財政赤字が懸念材

料｡景気回復､雇用確保が課題 
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-ＧＤＰ：4-6 月：ﾕｰﾛ 1.7%､独 2.8､仏 1.6､英 0.7､蘭 1.5 

-景気：６月：ユーロ景況感減速前月比 2.2%低下 

-財政･金融：欧州 0.25%利上げ年 1.5%へ､ｷﾞﾘｼｬ債務問題

ｲﾀﾘｱ、ｽﾍﾟｲﾝへ国債利回り一時 6%台へ､22 日ｷﾞﾘｼｬ追加

支援 18 兆円 

-株価：英 FTSE８日 6,054､21 日 5,854､ 

-物価：６月：消費者：ﾕｰﾛ 2.5% 

-雇用：６月：失業率ユーロ 9.9%横這､独 6.1､仏 9.7､蘭 4.1 

-消費：６月：新車販売：欧州 8%減､独 0.3%減､仏 12.6%減､

英 6.2%減､スペ 31%減 

-収益：4-6 月：純益：ﾀﾞｲﾑﾗ‐29%増 1800 億円､ﾌｨｱｯﾄ 14.5

倍 1480 億円､ＢＭＷ2.2 倍 2 千億円､ｼｰﾒﾝｽ 67%減 510

億円､最終益：ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ 13.4 €億 赤､ｿﾆｰｴﾘｸｿﾝ 56 億円赤

震災､ノキア 410 億円赤、Ｑｾﾙｽﾞ 380 億円赤､1-6 月：ＶＷ

3.7 倍 7 千億円､ルノー52%増､ＰＳＡ18.5%増､アレバ 58.4%

減､最終益：ﾛｰﾙｽﾛｲｽ 1 千億円､ｳﾞｪｽﾀｽ３３億円赤 

-財政･金融：中銀政策金利据置､伊､スペの国債買入 

-株価：英 FTSE１１日 5,007､１７日 5,357､ 

-インフレ率：７月：ユーロ 2.5%､独 2.6%､仏 2.1､英 4.4､蘭

2.9､ｽﾍﾟｲﾝ 3、ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 3.6 

-雇用：７月：失業率ユーロ 10%､0.1 ﾎﾟ悪化 

-消費：６月：小売売上高：ユーロ 0.4%減､独 2.4%増､仏

4.6%増､英 0.6%増､ｽﾍﾟｲﾝ 8.3%減､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 0.9%減、７月：新

車販売：独 10%増 

-製造業受注：６月：ユーロ 11.1%増､独 11.6%増､仏 20.2%

増､英 2.9%減､蘭 3.1%増､ｽﾍﾟｲﾝ 2.7%増､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 10.8%増 

-鉱工業生産：６月：ユーロ 2.9%増､独 7%増､仏 2.1%増､英

5.3%減､ｽﾍﾟｲﾝ 2%減､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 3.6%増 

-貿易：６月：輸出ﾕｰﾛ 3%増､輸入 3%増 

-収益：4-6 月：純益：主要企業１４%増 

-ＧＤＰ：11 年：1.9→1.6%下方修正 

-景気：８月：製造業景気指数8日49 

 1.4 ﾎﾟ低下 

-財政･金融：欧州信用不安・ｷﾞﾘｼｬ､

伊支援不能の懸念､伊・VAT 引き上

げ20→21%、仏・ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ富裕税引上

げ､欧州中銀政策金利据置(1.5%)､

南欧財政再建遅れ・欧州北部支援

打切り圧力 

-株価：英FTSE２日5,418､６日 5,102 

 伊､ｷﾞﾘｼｬ国債利回り高騰 

-消費：８月：新車販売：独 18%増 

 

（前々月）・GDP4-6 月 0.7 %増､輸出主導も

鈍化。信用不安で株価下落。企業業績は

自動車回復傾向､電子悪化｡輸出好調｡投

資低水準も回復傾向｡失業率最悪の水準、

車販売ﾏｲﾅｽからﾌﾟﾗｽへ､個人消費は依然

低迷。受注､生産は回復傾向｡景気回復､雇

用確保､信用不安の解消が課題 

（前・今月）・GDP4-6 月 1%増､輸出主導

も鈍化。信用不安で株価下落。企業業

績は自動車中心に回復傾向､電子悪

化｡投資低水準も回復傾向｡失業率最

悪の水準、車販売ﾏｲﾅｽからﾌﾟﾗｽへ､

個人消費は依然低迷。受注､生産は回

復傾向｡信用不安の解消､景気回復､

雇用確保が課題 

中

東

ｱﾌ 

‐イラク：復興プロジェクト 2.9 兆円鉄道､住宅 

-南ｽｰﾀﾞﾝ独立 

‐トルコ：4-6 月：ＧＤＰ 8.8%増個人消費・設備投資好調 

‐リビア：カダフィ政権崩壊 

 ･主要国経済はアラブ政変で停滞｡太陽光､

原子力､電力，石化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの影響懸

念。アラブ政変の影響が懸念材料､ｲﾗｸ･ｱﾌ

ｶﾞﾝ情勢の安定化､景気回復が課題 

中

南

米 

-ﾌﾞﾗｼﾞﾙ：0.25%利上げ年 12.5%へ､株価下落､1-6 月：新車

販売 15%増 173 万台､11 年：ＧＤＰ４％前後に減速､今後 5

年間：ﾍﾟﾄﾛﾌﾞﾗｽ石油･天然ガスに 17 兆円投資 

-ﾌﾞﾗｼﾞﾙ：株 8.1%下落、4-6 月：ＧＤＰ3.1%増､設備投資・個

人消費堅調､固定資産前期比 1.7%増､個人消費同 1%増 

‐ﾒｷｼｺ:4‐6 月：GDP 3.3%増 6 期連続＋ 

-ﾌﾞﾗｼﾞﾙ：0.5%利下げ 12%へ ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ経済はインフレ、金融引締等で減

速傾向。ﾒｷｼｺ経済とともに３%台成長。 持

続的成長が課題。 

露

東

欧 

-ロシア：4-6 月：ＧＤＰ 3.4%増､1-6 月：ＧＤＰ 3.9%､新車

販売 56%増 123.5 万台 

  ･ロシアは石油価格の回復､新車販売､投資

等内需中心に経済回復。持続的回復が課

題。北方領土問題が懸念材料。 




